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株式会社フォーカスシステムズ  

2019 年 ９月 10 日 

 

フォーカスシステムズ、Google Cloud Platform™ Service（サービス） 

パートナー、G Suite Sell（販売）パートナー認定を取得 
 

 

株式会社フォーカスシステムズ（東京都品川区、代表取締役社長：森啓一）は、 Google Cloud パート

ナープログラムにおいてパートナー認定を取得しました。 

業務システムのコンサルティング・システム導入を得意としている当社は、これまで培ってきたあらゆる

産業における業務知識・ノウハウ・顧客基盤と、Google™ が提供するサービスである Google Cloud 

Platform （GCP™）、G Suite を軸に、クラウドビジネスの更なる拡大を図ります。 

 

2018 年時点での国内エンタープライズ IT 市場規模は 10 兆 1441 億円(前年比 4.2%増)となりまし

た。 2018 年から 2023 年にかけては、年間平均成長率は 3.4%の見通しで、2023 年には 11 兆 9983 

億円の市場規模となる見込みです。（*1） 

 「クラウドファースト」へと市場は既に動き出しています。オンプレミス型からクラウドへの移行も加速

し、クラウドの需要は益々高まってきました。また、クラウドの用途についても、ビジネスの効率化だけで

なく、主観にとらわれずデータに基づき意思決定を行う「データ駆動型ビジネス」や、「デジタルトランス

フォーメーション(DX)（*2）」へと発展・拡大すると予測されています。 

 

今回の Google Cloud パートナープログラムへの参加により、当社は市場の動向を見据え、GCP の 

BigQuery™（エンタープライズ向けデータウェアハウス）等を活用し、ビッグデータを戦略的に活用したい

お客様へのソリューションを提供してまいります。 

併せて、GCP や G Suite と、当社の既存ソリューションである UiPath（RPA）、intra-mart（システム統

合基盤）、Biz∫（ERP）等の連携を図り、お客様へのサービスの向上、付加価値の創出をしてまいりま

す。  
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（*1）参考：IDC JAPAN「国内エンタープライズ IT 市場予測、2019 年～2023 年」（2019 年 6 月 4 日発

表）  

（*2）企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニ

ーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、

企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。  

出典：経済産業省「デジタルトランスフォーメーションを推進するためのガイドライン Ver.1.0」  

（2018 年 12 月発表）  

 

【フォーカスシステムズについて】  

フォーカスシステムズは、1977 年に設立され、公共・通信・情報セキュリティ等、社会性の高い分野に

おけるシステム開発・運用に携わるだけでなく、IoT や VR、AI、RPA 等、時代の流れを見据えたビジネ

ス展開も積極的に推進しております。2016 年には東京証券取引所市場第 1 部銘柄に指定され、社会

からの評価と共に順調に成長しております。  

 

【本件に関するお問い合わせ】  

株式会社フォーカスシステムズ  

IR・広報室  

メール：koho@focus-s.com  

TEL ：03-5421-7790 

 

※ Google、Google Cloud、Google Cloud Platform、GCP、G Suite および BigQuery は Google LLC の

商標です。 
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